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いも類　かんしよ九州141号　九州沖縄農業センター

雑穀・特用作物　ソバ九州3号　生物資源研究所

牧草・飼料作物　しぼ朝駆(あさがけ)畜産草地研究所

牧草・飼料作物　しぼ朝萌(あさもえ)畜産草地研究所

花き・緑化植物　カーネイション中間母本農1号　花き研究所

花き・緑化植物　アリウム札幌1号　北海道農業研究センター

附表1　国内探索・収集・調査一覧

附表2　海外探索・収集・調査一覧



ま　え　が　き

昭和60年に開始されたジーンバンク事業において,一貫して重要な活動のひとつが植物遺伝資源

の組織的な探索・収集である。これは,農業の近代化にともない品種の寡占化や均一化が進み,長

い栽培の歴史をもつ在来作物品種の多様性が急速に失われる,いわゆる遺伝的浸食が顕著となった

ことを危供したためである。科学技術基本計画で国家方針として謳われているように生物遺伝資源

の重要性は先端的・独創的・基礎的な研究開発を進める上で不可欠であり,本事業はその中で重要

な役割を担っている。すでに20年近くが経過し,その間には参画している農林水産省傘下の試験研

究機関の独立行政法人化なども経験し,本事業も農業生物資源ジーンバンク事業として第3期目の

後半を迎えている。他方,植物遺伝資源をめぐる国際情勢も大きく変化している。平成4年5月に

リオデジャネイロで「生物多様性に関する条約」が採択され翌年発効し,世界全体で生物多様性の

保全と持続的利用に取り組むことが定められた。遺伝資源についてもこの条約の枠組みのなかで議

論が重ねられ,「誰にでも利用が可能な人類共通の財産」という以前の考え方から「原産国に主権が

あり責任をもって管理する資源」という考え方へのパラダイムシフトが生じた。現在,遺伝資源の

海外探索には二国間での合意が基本的に必要で,遺伝資源の持ち出しや利用に厳しい制限を課す国

も増えている。一方,FAOでは「食料農業植物遺伝資源に関する国際条約」が平成13年11月にロー

マで採択され,植物遺伝資源のうちイネなど35作物29属牧草類のアクセスとその利用から得られ

る利益配分について定められた。本条約は平成16年6月29日に発効し,現在,食料農業植物遺伝

資源の利用と権利保護の新しい多国間の枠組み形成に向けて動き出しつつある。ジーンバンク事業

としては,このような最近の国際情勢に十分配慮しながら,積極的に国際協力を進め遺伝資源の収

集・保存・特性評価・利用の促進に努力している。

このような変化の中,ジーンバンク事業で収集された植物遺伝資源がどのように利活用されてい

るかを調査するため,平成元年度以降の国内・海外探索を調査対象とし実施研究室(あるいは関連

研究組織)宛にアンケート用紙を送付し「植物遺伝資源探索調査フォローアップ・アンケート」を

行い,その集約を冊子として刊行することとなった。本冊子を今後のジーンバンク事業における植

物遺伝資源の探索・調査の計画立案に役立てていきたいと考えているし,実際にフィールドにでる

研究者の参考になれば幸甚である。

最後になったが,日頃からのジーンバンク事業に対するご協力・ご支援に加え,今回のアンケー

ト調査に対するご協力に心から感謝する。

平成17年3月

農業生物資源研究所

ジーンバンク長

奥野　員敏



1・植物遺伝資源探索調査フォローアップ・アンケートの目的

ジーンバンク事業では毎年、海外および国内において植物遺伝資源の探索・収集を行っている。

各調査の概要や収集品については「植物遺伝資源探索導入調査報告書」(農業生物資源研究所発行)に

記載し公表している。収集品は膨大な遺伝資源とともに管理され,探索収集,隔離無毒化,特性評

価,育種素材化,品質評価,保存,再増殖の活動ごとに毎年「農業生物資源ジーンバンク事業実績

報告書」(農業生物資源研究所発行)に報告されているが,収集遺伝資源に注目してその利活用の状

況について把握するには至らなかった。

そこで,本アンケートではジーンバンク事業で収集された植物遺伝資源がその後どのように利活

用されているかを調査し,資料として公表することを目的として行った。今後のジーンバンク事業

において植物遺伝資源の探索S収集や現地調査の地域別今植物種類別の計画立案の際に参考資料と

させて頂くほか,実際に現地調査を計画・実行する際に資料としてご利用頂きたい。

2・フォローアップ・アンケートの集約結果概要

1)植物種類別探索点数

ジーンバンク事業では,食料・農業に関わる植物遺伝資源を,12の植物種類すなわち稲類,麦

類,豆類,いも類,雑穀・特用作物,牧草・飼料作物,果樹類,野菜類,花き・緑化植物,茶,

桑,熱帯・亜熱帯植物に分類し管理している。表1に示すように,総計19,565点の収集遺伝資源

の約6割が国内探索で,約4割が海外探索で収集されている。国内では茶の収集点数が多く,つ

いで豆類となっている。海外では,茶,牧草・飼料作物,野菜類,稲類の収集が進んでいる。

2)地域別・植物種類別にみた国内遺伝資源の収集

主要な植物種類について国内探索で収集された植物遺伝資源を都道府県別に整理した(表2お

よび図1-1～1-9)。雑穀・特用作物,牧草・飼料作物,豆類など探索回数の多い植物種類で

は日本全体をある程度カバーしていることが分かる。

3)地域別・植物種類別にみた海外遺伝資源の収集

主要な植物種類について海外探索で収集された植物遺伝遺伝資源を地域・国別に整理した(表

3および図2-1～2-10)。稲類,豆類や雑穀・特用作物の探索は主に東南アジア,牧草・飼

料作物はヨーロッパのように多様性の高い地域を優先的に探索したことがこの集計からもよく分

かる。今後の探索・収集・調査を計画立案する際には,多様性が期待できるが今までに未調査の

地域,今までに探索が行われてはいるがさらに未知の遺伝資源が賦存するであろうと示唆された

地域,あるいは既調査地域に隣接し期待できる地域などの優先度を考慮する必要があろう。

3・収集遺伝資源の特性評価と育種利用

ジーンバンク事業で海外・国内で収集された植物遺伝資源は,基本的に国内で栽培され,特性評

価されるとともに、増殖されてセンターバンクに移管されている(附表1および2を参照)。とくに

海外から収集導入された遺伝資源の中には、残念ながら発芽しないものや国内での栽培が困難なも

のもあったと思われる。

収集された植物遺伝資源は,探索・収集に参画した試験研究機関を中心に育種にも利用されてい

る。当アンケートでは,収集遺伝資源を利用して品種・系統として育成されたものとして,いも類

2点,雑穀・特用作物1点,牧草・飼料作物2点,花き・緑化植物2点の回答が寄せられたので,

その概要を紹介する。
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表1植物種類別収集点数(平成元年度～14年度)

植物種類 国内探索 海外探索 計

稲　　　　　　　　 類 7 1,2 20 1 ,2 27

麦　　　　　　　　 類 80 61 4 7 24

且　　　　　　　　　 類 1,44 0 704 2 ,14 4

い　　　　 も1　　 類 297 3 10 6 07

雑 `穀 ・ 特 用 作 物 798 6 10 1 ,4 08

牧 草 ・ 飼 料 作 物 441 1 ,34 2 1 ,783

果　　　 樹　　　 類 4 12 2 62 6 74

野　　　 菜　　　 類 290 1,3 18 1 ,608

花　 き ・ 緑 化 植 物 513 144 65 7

茶 7,130 1,346 8 ,4 76

桑 86 50 136

熱 帯 ・亜 熱 帯 作 物 19 102 12 1

合　　　　　　　　 計 11,5 13 8 ,052 19 ,56 5
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表2　都道府県別・植物種類別探索回数



図1-1麦類探索回数



図1-2　豆類探索回数



図1-3　いも類探索回数



図1-4雑穀・特用作物探索回数



図1-5　牧草・飼料作物探索回数



図1-6　果樹類探索回数



図1-7　野菜類探索回数



図1-8　花き・緑化植物探索回数



図1-9　茶探索回数



図1-10稲類、桑、熱帯。亜熱帯作物探索回数



表3　国別・植物種類別探索回数



図2-1稲類探索回数



図2-2　麦類探索回数



図2-3　豆類探索回数



図2-4　いも類探索回数



図2-5　雑穀・特用作物探索回数



図2-6　牧草・飼料作物探索回数



図2-7　果樹類探索回数



図2-8　野菜類探索回数



図2-9　花きe緑化植物探索回数



図2-10熱帯。亜熱帯作物探索回数



図2-11茶、桑探索回数



探索収集遺伝資源を利用して育成された品種・系統の例



探索収集担当研究室:九州沖縄農業研究センター　爛侭研究部　サツマイモ育種研究室

育種担当研究室:同止

かんしょ　魔爛凰3　蜀　平成摘隼圏域)

(参照　附衷且　国内89-8)

九州101号　X　Okierabu-6

多収で外観に優れる九州101号を母、外観と食味に優れる沖永良部島産遺伝資源のOkierabu-6を

父とする交配組合せから選抜した食用系統。食味は標準品種の高系14号並であるが、いもの外観が

よく多収である。

平成12年12月に九州136号の系統名で関係機関に配布。平成13年度以降、各地の奨励品種決定

試験に供試されている。現在では食用としての試験はないが、鹿児島県でチップスやかりんとうな

どの加工原料用として注目されている。本年度の鹿児島県の試験成績も良好。



探索収集担当研究室:九州沖縄農業研究センター　畑作研究部　サツマイモ育種研究室

育種担当研究室:同上

かんしょ　九州141号(平成且3年育成)

(参照　附表1　国内探索89-8)

九州111号　X Toku-6

高でん粉、多収の九州111号を母、収量性が比較的優れ、切干歩合がコガネセンガン並みの徳之

島からの導入系統Toku-6を父とする交配組合せから選抜した系統。収量性やでん粉含量がコガネ

センガンより高いでん粉原料用の系統である。

平成13年12月に九州141号の系統名で関係機関に配付。平成14年～15年に鹿児島県で奨励品

種決定試験に供試された。主力品種のシロユタカよりでん粉歩留まりは高かったが、収量性が劣り、

単位面積当たりのでん粉収量も低かったため、試験打ち切り。



探索収集担当研究室:農業生物資源研究所　ジーンバンク　植物資源研究チーム

育種担当研究室:九州沖縄農業研究センター　作物機能開発部　暖地特産作物研究室

そば　九州3号

参照　附表　　国内探索94-2)

朝離す在来JP147963 X　対馬在来JP86258

朝日村在来は分枝が短く、着生角度が小さい。また、直立型の草姿を持っており。茎も強固で倒

伏しにくいため、草型を改良する育種素材として優れている。一方、対馬在来は黒色の大粒が特徴

である。九州3号はそれらの形質を導入して育成されため倒伏に強い系統である。
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探索収集担当研究室:畜産草地研究所　資料作物開発部　育種資源研究室

育種担当研究室:同上

しぼ　朝駆(あさが酢

(参照　附表1　国内探索91-3)

栄養系選抜法により品種登録を行った。材料は高知県南国市で収集した生態型南国9である。国

内で収集した約1,000点の遺伝資源の中で、茎の伸長性が最も優れていることが特徴である。放牧

地造成や法面植生等の土木施工に通している。



探索収集担当研究室:畜産草地研究所　飼料傑物開発部　育種資源研究室

育種担当研究室:岡止

魁ば　朝萌(あさもえ)

(参照　附表I　国内探索91-3)

栄養系選抜法により品種登録を行った。母材は山口県阿武郡地相で収集した生態型方便山4であ

る。朝駆ほどではないが茎の伸長性に優れ、芝密度が高いため雑草の生育が少ない。芝生や水田畦

畔等の緑地造成に適している。



探索収集担当研究室:花き研究所　生理遺伝部　遺伝育種研究室

育種担当研究室:同上

カーネーネション中間母本農1号

(参照　附表1　国内探索89-6)

Burkholderiacaryophylliにより発生するカーネイション萎凋細菌病は、日本でのカーネイション

栽培上最も重要で問題となっている病害であり、ほとんどの栽培品種は本病害に対しり病性である

ことが知られている。カーネイション品種＼スーパーゴールドⅩ強抵抗野生種D.capitatusssp.

andrzejowskianusの種間雑種系統の中から、強度の萎凋細菌抵抗性を有し、かつ生産特性の形質の優

れる系統91B04-2を選抜し、カーネーション中間母本農1号として品種登録した。



探索収集探索研究室:北海道農業研究センター　作物開発部　野菜花き研究室

育種担当研究室:同上

アリウム札幌1号

(参照　附表2　海外探索94-4)

花被は濃青色で、小花数500～700個多いため花房経が8cm以上と大型でボリュームがある。茎

長は5系統の中ではやや短いが、茎経は太い。0。3gの小球から開花し、2g以上球で茎長∴花房経

が大きくなる。1作することで、10～20　ト30)球の子球を形成し増殖性に優れるとともに、0。1g

球は1作で2～4球、0。3g球は3～5g球を形成し球根肥大性も良好である。



附表1　　国内探索・収集・調査一覧

探索
コード

現 地 調査 課 題 名 回答研究組織略称 ・氏名

89-1 長野県下伊那郡における雑穀類 と豆類の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 沖縄県西表島におけるアズキ近縁野生種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

ー3 沖縄離島の在来甘しよ収集 作物研　 甘しよ育種研 中谷　　 誠

ー4 レンゲの収集 (全国) 畜草研　 育種資源研 小林　　 真

-5 東北北部野生リンゴ属植物の収集 果樹研　 リンゴ研究部 阿部　 和幸

-6 西南暖地におけるダイアンサス野生種の探索収集 花き研　 遺伝育種研 小野崎　 隆

-7 熊本県および宮崎県山間部におけるヤマチャの収集 野菜茶業研　 育種素材開発研 吉富　　 均

-8 奄美群島における甘 しよ在来種め収集 九州沖縄農研　 サツマイモ育種 吉永　　 優

90-1 長野県下伊那地方に栽培されている在来豆類 ・雑穀類の現地調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 沖縄県与那国島におけるアズキ近縁野生種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 岩手 ・山形県における作物在来種の探索 ・収堯 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

ー4 東北地域のえごま ・ごまの在来種収集 東北農研　 資源作物育種研 山守　　 誠

-5 東北地方における自生ハマナスの収集 花き研　 遺伝育種研 八木　 雅史

-6 宮古 ・八重山諸島の亜熱帯地域植物遺伝資源の収集 国際農研　 環境ス トレス耐性研 大前　　 英

-7 本邦在来イチゴ近縁種の収集 九州沖縄農研　 野菜育種研 沖村　　 誠

-8 九州地域の大豆在来種の収集 九州沖縄農研　 大豆育種研 中澤　 芳則

9ト1 沖縄県における雑豆および雑穀類在来品種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 秋田県南部、山形県北部における豆類遺伝資源の収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 シバ属自生植物の収集 (全国) 畜草研　 育種資源研 小林　　 真

-4 北海道に自生するヤマグワ系野生種の収集 生物研　 増殖システム研 小山　 朗夫

-5 北陸 ・東北地方のチャ在来種の収集 野菜茶業研　 育種研 佐波　 哲次

-6 西 日本地域における野生グリの収集 果樹研　 ナシ ・クリ育種研 斉藤　 寿広

-7 四国 ・九州地域における野生ラン (セッコク) の収集 花 き研　 遺伝育種研 小野崎　 隆
葉.92-1 徳島 ・高知県における雑穀稲 ・豆類の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 沖縄本島†久米島および奄美大島における在来作物の収集と調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 中国地域におけるいぐさ在来種の探索収集 熊本農研セ　 い業研 深浦　 荘一

-4 東北、関東 ・東海地域におけるメロン遺伝資源の収集 野菜茶業研　 ウリ科育種研 坂田　 好輝

-5 中国地域におけるエリムスの国内遺伝資源の探索 九州沖縄農農研　 麦育種研 波多野哲也

-6 宮古 ・八重山諸島における亜熱帯植物遺伝資源の第二次収集 国際農研　 環境ストレス耐性研 大前　　 英

93-1 高知県物部村における作物在来種の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 種子島および屋久島における在来作物の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 四国の山間 ・島興の在来甘しょの収集 作物研　 甘 しよ育種研 中谷　　 誠

-4 九州、中 ・国 ・北陸地方におけるペレニアルライグラスの収集 畜草研　 育種資源研 小林　　 莫

-5 岡山県におけるモモ野生種の探索収集 果樹研　 核果類育種研 山口　 正己

-6 南西諸島地域における芳香性野生ツバキ属の収集 花き研　 遺伝育種研 谷川　 奈津

-7 東北地域における野生大豆 (ツルマメ) の収集 東北農研　 大豆育種研 河野　 雄飛

-8 北陸地域におけるエリムスおよびエリムス属の国内遺伝資源の探索 九州沖縄農研　 麦育種研 波多野哲也

94-1 津軽地方および南部地方における豆類 ・雑穀類在来品種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 長崎県対馬における作物在来種の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 五島列島における作物在来種の調査 と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-4 鹿児島県奄美諸島におけるイネ近縁属の探索 ・収集 作物研　 稲育種研 安東　 郁男

ー5 沖縄県におけるウリ科在来種の遺伝資源探索と収集 野菜茶業研　 ウリ科育種研 坂田　 好輝

ー6 北陸東山地方のソバ在来種の収集 中央農研　 畑作物育種研 伊藤　 誠治

ー7 奄美大島および曽島における自生シマグワ系野生桑の収集 生物研　 増殖システム研 小山　 朗夫

-8 香川県、徳島県 ・高知県におけるサ トウキビ遺伝資源の収集 九州沖縄農研　 さとうきび育種研 氏原　 邦博

95-1 岩手県北部および三陸地方における作物在来品種の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 鹿児島県における在来作物の収集と調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 隠岐諸島における作物在来種の調査 と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-4 京都府および兵庫県における野生ダイズの収集 作物研　 豆類育種研 羽鹿　 牧太

-5 ウマゴヤシ類国内遺伝資源の探索収集 畜草研　 牧草育種法研 小松　 敏憲

-6 南九州地域におけるカンキツ類遺伝資源の収集 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

-7 高知県および徳島県における自生チャの収集 野菜茶業研　 育種素材開発研 吉富　　 均



年度 地　域 作 物 名 収集点数 1次特性 2 次特性 3 次特性 センターバン
クへ移管数

1 長野県下伊那郡 雑穀類と豆類 131 74 74

1 沖縄県西表島 あずき近縁野生種 35 0

1 沖縄県 離島 かんしょ 194 180 180 180 (180)

1 全国 れんげ 142 142 142 142 35

1 東北北部 野生リンゴ属 77 -
1 西南暖地 ダイアンサス属野生種 81 37 57 -
1 熊本県、宮崎県 ヤマチャ 2773 300 -
1 奄美群島 かんしょ 37 37 (34)

2 長野県下伊那地方 ・ 在来豆類 ・雑穀類 31 13 13

2 沖縄県与那国島 アズキ近縁野生種 21 0

2 岩手県、山形県 作物在来種 59 38 38

2 青森県、岩手県、山形県 えごま ・ごま 59 55 15 55 55

2 東北地方 ハマナス 100 0

2 宮古 ・八重山諸島 亜熱帯地域植物 19 不明

2 岐阜県、栃木県、北海道 いちご 52 41 20 -
2 九州地域 大豆 21 21 21

3 沖縄県 雑豆 ・雑穀類 38 17 17

3 秋田県南部、山形県北部 豆類 34 29 29

3 全国 しぼ属 76 142 142 142 -
3 北海道 山桑 27 -
3 北陸、東北地方 茶 450 -
3 西日本地域 野生栗 30 -
3 四国、九州地域 野生ラン 27 27 (27)

4‾ 徳島県、高知県 雑穀類と豆類 54 41 ・41

4 沖縄本島 ・久米島 ・奄美大島 在来作物 35 10 10

4 中国地域 いぐさ 48 48 (47)

4 東北、関東、東海 メロン類 33 30 30 30 23

4 中国地域 麦類近縁野生種 20 20

4 宮古 ・八重山諸島 亜熱帯植物 67 不明

5 高知県 豆類 ・雑穀類 85 70 70

5 種子島 ・屋久島 豆類 ・雑穀類 37 27 27

5 愛媛県、高知県 かんしよ 33 33 31 31 (33)

5 九州、中 ・四国、北陸 ペレニアルライグラス 18 18 18 0

5 岡山県 もも野生種 11 11 11 -
5 南西諸島 野生ツバキ 68 23 23 28 -
5 秋田県 つるまめ 148 147 147

5 北陸地域 麦類近縁野生種 36 36

6 青森療津軽 ・南部地方 豆類 ・雑穀類 66 彿 39

6 長崎県対馬 豆類 ・雑穀類 54 38 38

6 五島列島 ・ 豆類 ・雑穀類 宰1 14 14

6 奄美諸島 稲近縁種 7 0

6 沖縄県 にがうり 170 89 89 71

6 新潟県、長野県 そば 12 8 0

6 奄美諸島 島桑 59 8 -
6 香川県、徳島県、高知県 さとうきび 27 1 -
7 岩手県北部 ・三陸 豆類 ・雑穀類 72 56 56

7 鹿児島県 豆類 ・雑穀類 51 45 45

7 隠岐諸島 豆類 ・雑穀類 25 20 20

7 京都府、兵庫県 つるまめ 60 52 不明

7 東海 ・中国地方 ウマゴヤシ類 118 0

7 鹿児島県、熊本県 柑橘類 32 -
7 高知県、徳島県 茶 597 45 -
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探索
コード

現 地調 査 課 題 名 回答研究組織略称 ・氏名

96-1 島根県および鳥取県における在来作物の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 伊豆諸島三宅島における在来甘 しよの収集 作物研　 甘しょ育種研 中_谷　 誠

-3 北海道および青森県におけるヤマツツジの収集 九州沖縄農研　 花き研 岡本　 章秀

ー4 青森県および山形県におけるきくいもの収集 北海道農研　 遺伝資源利用研 木村　 正義

-5 北海道地域におけるエリムスおよびエリムス属の国内遺伝資源の探索 九州沖縄農研　 麦育種研 波多野哲也

-6 九州地域における雑穀類遺伝資源の探索収集 九州沖縄農研　 暖地特産研 手塚　 隆久

-7 南西諸島における豆類の探索収集 九州沖縄農研　 大豆育種研 高橋　 将一

97-1 三重県および奈良県における豆類 ・雑穀類在来品種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 東北および中部山岳地帯におけるアカクローバおよび北海道のシャジクソウの収集 北海道農研　 マメ科牧草育種研 奥村　 健治

-3 国内の在来マタタビ属の収集 果樹研　 ブドウ ・カキ研究部 山田　 昌彦

-4 島根県および鳥取県におけるゴマ等伝統的作物の収集 近中四農研　 資源作物研 杉浦　　 誠

-5 東北地域における野生ダイズ (ツルマメ) の収集 東北農研　 大豆育種研 河野　 雄飛

-6 沖縄県本島における熱帯 ・亜熱帯果樹類の調査 国際農研　 熱帯果樹栽培利用研 小川　 一紀

98-1 和歌山県、奈良県および三重県における作物在来種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 茨城県北部における在来作物種の残存調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 群馬県および山形県におけるアケビ属遺伝資源の探索収集 果樹研　 遺伝資源研 間瀬　 誠子

-4 北海道におけるコハマギク、イワギクに収集 花 き研　 遺伝育種研 谷川　 奈津

-5 岡山県におけるチャ遺伝資源の収集 野菜茶業研　 育種素材開発 吉富　　 均

-6 東北地方におけるアブラナ科在来種の調査 ・収集 東北農研　 資源作物育種研 山守　　 誠

99-1 関東東山地域におけるソバ在来品種の分布調査 と収集 九州沖縄農研　 暖地特産研 手塚　 隆久

ー2 北陸地域における雑穀遺伝資源の探索収集 東北農研　 資源作物育種研 山守　　 誠

-3 鹿児島県奄美諸島におけるサ トウキビ遺伝資源の収集 九州沖縄農研　 さとうきび育種研 氏原　 邦博

-4 長野県および京都府におけるュスラュメ系統の収集 果樹研　 核果類育種研 山口　 正己

-5 南西諸島におけるアズキ近縁野生種の分布調査と収集 生物研　 集団動態研 友岡　 憲彦

-6 大分県、熊本県および宮崎県北部における作物在来品種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

00-1 福島県における作物品種の残存調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 鳥取県、岡山県、茨城県、栃木県におけるアズキ野生・栽培雑草種集団のモニグノング 生物研　 集団動態研 友岡　 憲彦

-3 高知県におけるナシ遺伝資源の収集 果樹研　 ナシ ・クリ育種研 斎藤　 寿広

-4 南西諸島におけるカンキツ類遺伝資源の探索収集 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

ー5 三重県および北海道におけるカワラナデシコ、エゾカワラナデシコの探索収集 花き研　 遺伝育種研 小野崎　 隆

-6 長崎県対馬地方におけるチャの調査と収集 野菜茶業研　 育種研 根角　 厚司

01-1 新潟県佐渡島における作物在来種の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 新潟県下越地域および山形県中部地域における作物在来種の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 長野県におけるビグナ属野生種の調査 と収集 生物研　 集団動態研 友同　 意彦

「4 長野県および愛知県北部におけるゴマおよびエゴマ在来種の探索収集 作物研　 資源作物研 勝田　 真澄

-5 九州地方南部および長崎県北部におけるエンバク在来種の調査収集 九州沖縄農研　 牧草育種研 桂　　 其昭

-6 小笠原諸島におけるカンキツ遺伝資源の調査 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

-7 長崎県五島列島におけるチャの調査と収集 野菜茶業研　 育種研 根角　 厚司

02-1 愛知県北部における作物在来品種の調査と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 房総半島におけるツルマメの探索 ・収集 作物研　 豆類育種研 羽鹿　 牧太

-3 奄美大島におけるかんしょ在来種の収集 九州沖縄農研　 サツマイモ育種研 甲斐　 由美

ー4 鹿児島県におけるフダンソウ在来種の調査 と収集 北海道農研　 てんさい育種研 高橋　 宙之

-5 沖縄県におけるイチジク属遺伝資源の探索収集 果樹研　 遺伝資源研 薬師寺　 博

-6 沖縄県の台湾導入実生茶樹群の収集 野菜茶業研　 育種素材開発研 吉富　　 均
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年度 地　域 作 物 名 収集点数 1次特性 2次特性 3 次特性 センターバン
クへ移管数

8 島根県、広島県 豆類 ・雑穀類 21 19 19

8 三宅島 かんしよ 14 14 14 14 (14)

8 北海道、青森県 山つつじ 103 41‾ -
8 青森県、山形県 きくいも 16 -
8 北海道 麦類近縁野生種 24 24

8 大分県、宮崎県、熊本県 雑穀 38 14 7 7 38

8 沖縄本島 豆類 7 0

9 三重県、奈良県′ 豆類 ・雑穀類 90 60 60

9 長野県、北海道 あかクローバ ・シャジクソウ 65 0

9 東日本 マタタビ属 26 0

9 島根県、鳥取県 ごま他 26 0

9 山形県 つるまめ 94 94 94

9 沖縄本島 熱帯 ・亜熱帯果樹 調査のみ -
10 和歌山県、奈良県、三重県 豆類 ・雑穀類 73 45 45

10 茨城県北部 豆類 ・雑穀類 残存調査 0

10 群馬県、山形県 アケビ属 63 -
10 北海道 こはまぎく、いわざく 101 53 -
10 岡山県 茶 1415 -
10 東北地方 ルタバカ、かぶ、だいこん 35 8 8

11 栃木県、静岡県 そば 12 12

11 北陸地域 雑穀類、在来野菜 31 0

11 奄美諸島 さとうきび 22 22 -
11 京都府、長野県 ゆすらうめ 13 -
11 沖縄本島 あずき近縁野生種 26 0

11 大分県、宮崎県、熊本県 豆類 ・雑穀類 85 40 40

12 福島県 豆類 ・雑穀類 84 8 8

12 鳥取県、岡山県、茨城県、栃木県 あずき野生種他 43 43 35

12 高知県 なし 27 21 21 21 -
12 鹿児島県、沖縄県 柑橘類 彿

-
12 三重県、北海道 カワラナデシコ、エゾカワラナデシコ 33 33 33 -
12 対馬地域 茶 1209 -
13 佐渡島 豆類 ・雑穀類 75 46 46

13 新潟県、山形県 豆類 ・雑穀類 56 51 51

13 長野県 あずき野生種他 53 0

13 長野県、愛知県 ごま ・えごま 37 27 27 27 27

13 九州南部、長崎県 えん麦 22 21 21 20

13 小笠原諸島 柑橘類 7 -
13 五島列島 茶 126 -
14 愛知県 豆類 ・雑穀類 36 0

14 房総半島 つるまめ 51 0

14 奄美大島 かんしょ 19 17 16 15 (19)

14 鹿児島県 ふだんそう 38 38 0

14 沖縄県 いちじく 38 -
14 沖縄県 茶 560 300 -

※()内の数字はかんしよなど栄養繁殖性作物で、収集されたもののうちパスポート登録された数
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附表2　　　海外探索・収集・調査一覧

探索

コード
現 地 調 査 課 題 名 回答研究組織略称 ・氏名

89 -1 麦類遺伝資源の探索、アルジェリア 作物研　 小麦育種研 藤田　 雅也

†2 マ レーシアお よび タイに分布する甘 しよ等いも類の調査 作物研　 甘 しよ育種研 中谷　　 誠

- 3 地中海地域 におけrるヨーロッパブ ドウの遺伝資源調査
山梨県果樹試　 ブ ドウ育種科 宇土　 幸伸

福 岡県総農試　 果樹育種 平川　 信之

- 4 ギ ノシャにおけるチューリップ属およびアリウム属遺伝資源の協同探索 ・収集
北海道農研　 花 き育種研 篠田　 浩一

富山県農技七　 野菜花 き試 辻　　 俊明

90 -1 モロッコ、スペインにおけるピタ属野生種の探索 北海道農研　 てん莱育種研 中司　 啓二

- 2 フィンラン ド、スウーデ ンのアカクローバ探索 北海道農研　 マメ科牧草育研 奥村　 健治

- 3 タイにおける稲遺伝資源の協同探索導入 鹿児 島県農試　 作物部 小牧　 有三

- 4 マ レイシアにおける豆類遺伝資源の探索 長野県中信農試 矢ケ崎和弘

9ト 1 ソ連 における寒地型牧草遺伝資源の探索収集 北海道農研　 イネ科牧草育 眞田　 康治

-2 ポーランドにおける野菜類遺伝資源の探索 ・収集 野菜茶業研　 アブラナ科育種研 佐藤　 隆徳

-3 ス リランカおよびタイにおける雑穀類遺伝資源の探索 長野県中信農試　 畑作育種部 西牧　　 清

-4 ウルグアイおよびチリにおけるい も類遺伝資源の探索
北海道　 根釧農試 村上　 紀夫

長野　 愛野馬鈴薯支場 森　　 一幸

92 -1 イン ドにおけるゴマ遺伝資源の探索収集 作物研　 資源作物研 勝田　 真澄

-2 マダカスカルにおける稲遺伝資源の探索収集
福井農試　 育種研究 堀内　 久満

青森総農試　 藤坂稲作研究部 坂井　　 真

-3 メキシコにおける桑遺伝資源の調査 生物研　 増殖 システム研 小山　 朗夫

-4 ブラジルにおけるパインアップル遺伝資源の調軍 と収集 鹿児島県　 大島支場 松島　 健一

93 -1 ガーナにおける野菜およびマメ類遺伝資源の調査 と収集 野菜茶業研　 ナス科育種研 斎藤　 猛雄

-2 ベ トナムにおける稲遺伝資源の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-3 ベ トナムおける豆類遺伝資源の探索収集
長野県中信農試 矢 ケ崎和弘

十勝農試 .小豆菜豆科 島田　 尚典

-4 エクア ドルおよびボリビアにおける根茎作物遺伝資源の調査
岡山県農総七　 作物研 平井　　 幸

北海道植物遺伝資源センター 千葉　 茂行

94ー1 パキス タンにおける麦類遺伝資源の探索収集 近中四農研　 小麦育種研 石川　 直幸

-2 フィリピンにおけるサツマイモ遺伝資源の探索収集 鹿児 島県バイテク研 大江　 正和

-3 ベ トナムにおけるサ トイモ遺伝資源の協 同探索 大阪食 とみ どり総技セ 森下　 正博

-4 カザ フスタン、ウズベキスタン国における花 き類遺伝資源の協同探索収集 北海道農研　 花 き育種研 篠 田　 浩一

95 -1 ブルガリアおよびギリシャにおける牧草遺伝資源の協同探索 愛知総農試 神戸三智雄

-2 ケニアにおける野菜類遺伝資源の探索収集 野菜茶業研　 ウリ科育種研 坂 田　 好輝

-3 ス リランカにおける茶遺伝資源の探索 野菜茶業研　 育種素材 開発 吉富　　 均

-4 パラグアイ、ボリビアにおける豆類 (落花生、インゲンマメ) の遺伝資源の調査収集
十勝農試　 小豆菜豆科 江部　 成彦

宮崎総農試　 畑作 園芸支場 下郡　 正樹

96 -1 パキスタンにおける麦類遺伝資源の野外調査 福岡県総農試　 水稲育種 古庄　 雅彦

-2 東欧地域 における牧草遺伝資源の探索収集 山梨県酪農試　 草地環境科 田瀬　 和浩

-3 ベ トナム北部 におけるイネ遺伝資源の協同調査 と収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-4 ケニ アにおけるソルガム属遺伝資源の探索収集 長野県畜試 春 日　 重光

97-1 カザ フスタン、ウズベキスタンにおけるネギ属遺伝資源の協 同探索 野菜茶業研　 ュリ科育種研 小鳥　 昭夫

-2 ベ トナム中部 における稲遺伝資源の探索収集 中央農研　 北陸地域基盤研 究部 矢頭　　 治

-3 ベ トナム北部 における果樹遺伝資源の協同探索収集 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

-4 タイにおける熱帯果樹遺伝資源の調査 と収集 国際農研　 熱帯果樹栽培利用研 小川　 一紀

98ー1 ギ リシャにおける麦類遺伝資源の探索 近中四農研　 裸麦育種研 柳澤　 貴司

-2 アルメニアおよびグルジアにおける果樹遺伝資源の探索収集 果樹研　 リンゴ研究部 阿部　 和幸

-3 ベ トナム南部における稲遺伝資源の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-4 ベ トナム中北部 におけるカンキッ̀遺伝資源の協同探索収集 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

99 -1 ギ リシャにおけるアブラナ科野生種 と在来野菜品種の協同探索 ・収集 野菜茶業研　 アブラナ科育種研 佐藤　 隆徳

-2 タイにおけるサ トウキ ビ近縁種遺伝資源の調査収集 九州沖縄農研　 さとうきび育種研 杉本　　 明

-3 ミャンマーにおける稲遺伝資源の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-4 スペインにおけるカンキツ類の調査 と収集 果樹研　 カンキツ研究部 吉田　 俊雄

-5 ミャンマーにおける雑穀および特用作物遺伝資源の探索収集現地事前調査 九州沖縄農研　 暖地特産研 手塚　 隆久
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年度 地　域 作 物 名 収集点数 1 次特性 2次特性 3次特性 センターバン
クへ移管数

1 アルジェリア 麦類 266 212 212

1 マレーシア、タイ かんしよ 120 98 98 98 (98)

1 フランス、イタリア ぶどう 44 -

1 ギリシャ チューリップ属、アリウム属 12 4 4 4 -

2 モロッコ、スペイン てんさい 32 32 32

2 フィンランド、スウェーデン あかクローバ 222 24 215

2 タイ 稲 210 210

2 マレーシア 豆類 133 135

3 ソ連 寒地型牧草 70 29 29 70

3 ポーランド 野菜 329 9 8 44

3 スリランカ、タイ 雑穀類 106 94 106

3 ウルグアイ、チリ かんしよ、ばれいしよ 83 7 -

4 インド ごま 163 163 163 163 3

4 マダカスカル 稲 123 123

4 メキシコ 桑 50 48 48 -
4 ブラジル パイナップル 32 不明

5 ガーナ 野菜、豆類 305 216 64

5 ベトナム 稲 219 377 377

5 ベトナム 豆類 163 163

5 エクアドル、ボリビア 根茎作物 50 36 18 18 23

6 パキスタン 麦類 134 132 44 44 21

6 フィリピン かんしよ 107 (75)

6 ベトナム さといも 56 51 (56)

6 カザフスタン、ウズベキスタン 花き類 132 50 50 50 -
7 ブルガリア、ギリシャ マメ科、イネ科牧草 268 123 123 123 268

7 ケニア 野菜類 241 53 11 19

7 スリランカ 茶 567 120 -

7 パラグアイ、ポリ・ビア 豆類 27 17 1ウ 17 17

8 パキスタン 麦類 435 435 435 435

8 ポーランド、チェコ、スロバキア 寒地型牧草 136 57 57 0

8 ベ トナム 稲 173 313 139

8 ケニアー ソルガム属 217 142 125 125 217

9 カザフスタン ねぎ属 88 61 22 1

9 ベ トナム 稲 119 119

9 ベ トナム 柑橘、かき、びわ 59 -
9 タイ 熱帯果樹 102 -
10 ギリシャ 麦類 213 78 78

10 アルメニア、グルジア 果樹類 86 -
10 ベ トナム 稲 137 183 69

10 ベ トナム 柑橘 60 -
11 ギリシャ アブラナ科野菜 274 40 40 40 40

11 タイ さとうきび 153 50 30 10 -
11 ミャンマー 稲 202 309 113

11 スペイン 柑橘 13 -
11 ミャンマー 雑穀、特用作物 46 10
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探索
コード

現 地 調 査 課 題 名 回答研究組織略称 ・氏名

00-1 ミャンマー北部ミャン州およびカチン州における稲遺伝資源の探索収集 東北農研　 稲育種研. 山口　 誠之

-2 ベ トナム遺伝資源収集 東北農研　 大豆育種研 河野　 雄飛

-3 ミャンマー北部ミヤン州における雑穀 ・コンキヤク遺伝資源の探索収集 九州沖縄農研　 暖地特産研 手塚　 隆久

-4 イタリア・スペイン・フランスにおけるフェスク類、ロリウム類遺伝資源の探索収集 九州沖縄農研　 牧草育種研 桂　　 真昭

-5 ブータンにおける植物遺伝資源の探索収集事前調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

01-1 豪州における植物遺伝資源の探索収集事前調査 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 ミヤンマ」におけるマメ類遺伝資源の協同調査収集 作物研　 大豆育種研 高橋　 浩司

-3 ミャンマーにおけるソルガム等牧草遺伝資源の協同調査収集 畜草研　 育種資源研 中川　　 仁

-4 台湾における熱帯野菜 ・果樹遺伝資源の探索収集事前調査 国際農研　 熱帯果樹栽培利用研 小川　 一紀

02-1 豪州における野生稲の探索収集 生物研　 植物資源研 河瀬　 眞琴

-2 ミャンマーにおけるマメ類遺伝資源の調査 と収集 生物研　 集団動態研 友同　 意彦

ー3 トルコにおける果樹遺伝資源の探索 ・収集事前調査 果樹研　 遺伝資源研 薬師寺　 博

-4 ベ トナム北部における茶遺伝資源の協同探索収集 野菜茶業研　 育種研 根角　 厚司
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年度 地　域 作 物 名 収集点数 1次特性 2 次特性 3 次特性 センターバン
クへ移管数

12 ミャンマー 稲 104 104

12 ベ トナム 大豆 30 0

12 ミャンマー 雑穀、こんにゃく 110 110

12 イタリア、スペイン、フランス ロリウム類、フェスク類 254 217 178 171

12 ブータン 作物共通 事前調査 0

13 オース トラリア 野生稲 事前調査 0

13 ミャンマー 豆類 215 53

13 ミャンマー ソルガム属 175 121 79 175

13 台湾 熱帯果樹 事前調査 -
14 オース トラリア 野生稲 37 37

14 ミャンマー 豆類 87 87 87

14 トルコ 果樹 事前調査 -
14 ベ トナム 茶 779 -

※()内の数字はかんしよなど栄養繁殖性作物で、収集されたもののうちパスポート登録された数
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